
【 集計結果 】

海のゴミの多くは陸域から流入しているため、東京湾の流域を対象として、市民による
ゴミ回収活動の参加者数を集計しました。

【 年度ごとの推移 】

？
第二期の行動計画の期間において
増加傾向となることを期待

東京湾再生のための行動計画（第二期） とは
【快適に水遊びができ、「江戸前」をはじめ多くの生物が生息する、親しみ
やすく美しい「海」を取り戻し、首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する。】
ことを目標として、東京湾に関連する関係省庁及び地方自治体からなる
東京湾再生推進会議が平成25年5月に策定した計画。計画期間は平成
25～34年度（2013～2022年度）までの10年間。

【 実施場所 】

【 回答団体一覧 】 （50音順）

• アメニス海上南部地区グループ
• 美しい八王子をつくる会
• NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム
• 牛込漁業協同組合
• 江川漁業協同組合
• 大佐和漁業協同組合
• 都漁連内湾漁協議会
• 日野市
• 富津市下洲漁業協同組合
• 港区スポーツふれあい文化健康財団
• 横須賀市東部漁業協同組合
• 横浜市漁業協同組合
• よこはま水辺環境研究会
• その他4団体
＜備考＞
アンケート結果に以下を追加して集計
・ （一社）JEANのWEB情報
・ 東京湾環境一斉調査報告書掲載情報

【 アンケートフォーム】

2017年度

参加者数 29,888人
活動回数 250回

2016年度

参加者数 25,389人
活動回数 235回

2015年度

参加者数 23,821人
活動回数 238回

【 ゴミはどこから？】

ポイ捨て

雨や風で川へ

大雨で川が
増水すると
流されて

河口や海まで
大量に流れてくる

（イメージ）

生き物に影響！

実施場所の「名称」もしくは「市区名」に基づき位置を示します

2017年度 2016年度

【 主要３種の比率 】
注）大袋換算による推定値


